
１現状分析

２可能な支援の提案

３支援の実際を検討

４関わり方を工夫しつつ「協働へ」

普段の学校分析 子どもや教職員の様子は

できるところから 支援と連携から協働へつなげる

うまくいったところを共有 次はどんな関わりが？

調整 修正 再構築

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
一

学
校
運
営
の
質
の
向
上
の
た
め
に

三
つ
の
基
本
方
針

＊
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
の
関
す
る
法
律
47
条
の
５

・
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
承
認
す
る

・
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

・
教
職
員
の
任
用
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

そ
の
二

学
校
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に

＊
学
校
支
援
活
動
を
活
用
し
て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ 

 

ャ
ー
、
見
守
り
隊
の
組
織
の
利
用
、
環
境
整
備
な
ど
の
取
組
を
協
議
の
話

題
に
揚
げ
、
子
ど
も
の
学
び
の
質
を
上
げ
る
。

 
 
 

 
 そ
の
三

学
校
を
核
と
し
た
人
づ
く
り
・地
域
づ
く
り
の
た
め
に

＊
地
域
学
校
協
働
活
動
に
つ
な
が
る
協
議
を
す
る
。
学
校
と
地
域
を
結
ぶ
た

め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ど
ん
な
活
動
が
考
え
ら
れ
る
の
か
提
案
す

る
。

令
和
３
年
11
月
19
日
第
43
号

（
発
行
）
湯
沢
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

Ｃ
Ｓ
担
当この違いを

理解する

〇
学
校
を
開
き
、
課
題
解
決
に
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
む
。

〇
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
学
校
評
価
を
効
果
的
に
活
用
し
、
学
校
運
営

の
改
善
を
図
る
。

〇
学
校
運
営
協
議
会
委
員
が
授
業
参
観
や
評
価
を
通
し
て
、
教
職
員
の
人
材

育
成
を
図
る
。

 
 

（
参
考
資
料

山
口
県
教
育
委
員
会
）

〇
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
各
種
団
体
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
で
、
よ

り
多
く
の
住
民
や
保
護
者
が
教
育
活
動
に
参
画
す
る
。
そ
の
こ
と
が
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
体
験
や
学
び
に
つ
な
が
る
こ
と
を
共
通
認
識
す
る
。

〇
学
校
の
様
々
な
活
動
を
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
す
る
こ
と
で
、

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

う
時
間
を
確
保
す
る
。

〇
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り

の
よ
さ
や
関
係
性
を
こ
の

よ
う
な
順
序
や
考
え
で
見

て
い
く
。

〇
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
行

事
や
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
大
人
と
ふ
れ
あ
い
、

考
え
を
知
り
、
地
域
に
生
き

る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

〇
学
校
と
い
う
場
を
地
域
住

民
の
経
験
や
学
び
の
成
果

を
生
か
す
場
と
コ
ラ
ボ
す

る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
。

〇
学
校
の
存
在
が
、
地
域
住
民

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
大

人
同
士
の
き
ず
な
を
深
め

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。



学校支援の活動より

・協働活動（さまざま学校支援活動）

・放課後こども教室・家庭教育支援チーム

・地域未来塾

・学校運営協議会（湯沢市は年4回）

・各種話し合い（拡大会議またはプロジ

ェクト委員会等）

・熟議の開催・教育活動の事業化

誰でも参加 ボランティア 委員として任命

地域学校協働活動の展開 コミュニティ・スクールとしての教育活動

地 域 と 学 校 の 一 体 化
地域学校協働本部

（学校や公民館等につくる）
学校運営協議会（学校内につくる）

全
体
会
の
講
演
の
中
に
、
い
よ
い
よ
来
年
度
、
完
全
移
行
と
な

る
高
校
の
学
習
指
導
要
領
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
教
科
と
し
て
注

目
す
る
一
例
と
し
て
、
公
民
の
中
の
「
公
共
」
が
必
修
と
な
っ
た

こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。「
公
共
」
の
学
習
内
容
は
こ
れ
ま
で
の

「
現
代
社
会
」
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
注
目
は
、
そ
の
学
び
方
が

変
わ
る
こ
と
で
す
。
知
識
の
暗
記
で
は
な
く
対
話
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
き
そ
う
で
す
。
ま
た
「
歴
史
探
求
」「
地
理
探
求
」「
総
合

的
な
探
求
の
時
間
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
暗
記
学
習
で
は
育
た
な
い

「
自
立
し
た
社
会
人
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
重
な
り
ま
す
。
二
〇
年
後
に
AI
や
ロ
ボ
ッ

ト
が
今
よ
り
生
活
に
食
い
込
ん
で
き
て
も
、
そ
れ
ら
に
負
け
な
い

職
種
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

も
の
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
つ
く
た
め
に

は
、
よ
り
対
話
を
重
視
し
、
考
え
、
学
び
合
う
教
育
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
力
が
「
地
域
に
あ
る
多
様
な
人
材
」
の
中
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
が
必
要

な
理
由
を
確
認
し
合
い
た
い
も
の
で
す
。

令
和
三
年
度
「地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
三
鷹
」か
ら

１１/６

話合いの多くは、意見を出し合う、決定する活動に目がい

きがちです。しかし、重要なのはそこに至るプロセスを丁寧

に共有することです。運営協議会や熟議で、地域課題や学校

課題について話し合える「共有の段階」にもっていくことが、

まずは、一つのステップアップではないでしょうか。

これまでは、コミュニティ・スクール1.0の段階だっ

た。 これからは、「一体化」をキーワードに一歩

進んだコミュニティ・スクール2..0の段階へと進む


